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１ 施策の目的

対象（誰、何を対象としているか） 意図（どのような状態にしたいのか）

２ 施策の成果状況

成
果
指
標
①

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

成
果
指
標
②

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度
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成果状況の推移

成
果
指
標
③

指標名 単位
実績値 中期目標 長期目標 指標の

うごき

成果状況／達成度評価

目　標
達成度

（達成度）

成果状況の推移

３ 市民満足度調査の状況
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2015

2016

2017

2018

2023

平成 年30

健やかにいきいきと暮らせるまち

健康で元気に暮らせる環境づくり

社会保障制度の適切な運営

健康福祉局

国保・高齢者医療課

087-839-2311
Ａ

　市民（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険及び国民
年金制度の各事業の対象者）

　市民が健やかにいきいきと暮らせるよう、安心して医療・
介護・年金を受けることができる社会保障制度を適切に運営
する。

国民健康保険の被保険者１人当たりの保険給付費
円

年度27 年度28 年度29 年度30 年度35

335,817 357,950 367,817 427,000

　人間ドック・特定健康診査等の受診率の向上、疾病発生の防止・早
期発見による重症化予防対策事業等の保健事業に積極的に取り組み、
保険給付費の上昇抑制を図ったものの、後期高齢者医療制度への移行
などにより被保険者数が減少したため、一人当たりの保険給付費は上
昇する結果となり、目標の達成には至らなかった。

％98.3

点29

介護保険サービス利用率
％

年度27 年度28 年度29 年度30 年度35

83.1 83.6 83.6 84.2

　適切な介護サービスの利用について助言や指導などを行い、適正に
管理することができた。

％100.1

点30

１人当たり介護サービス費用額
円

年度27 年度28 年度29 年度30 年度35

143,799 147,902 146,799 146,900

　介護予防の推進やケアマネージャー及び事業所への指導・助言を行
うなど、給付費の適正化を図ったものの、訪問看護や短期入所療養介
護等の医療系のサービスの利用者の増加などにより、一人当たり介護
サービス費用額は上昇する結果となり、目標の達成には至らなかっ
た。

％99.3

点29

18

24

27.2

24.3

位 （ ％） 位 （ ％）18 27.2 位 （ ％）24 24.3
0

17

20

20.1

20.5

位 （ ％） 位 （ ％）17 20.1 位 （ ％）20 20.5

0

10

10

76.9

75.7

位 （ ％） 位 （ ％）10 76.9 位 （ ％）10 75.7

年度27 年度28 年度29



４ 施策に係るコスト

事業費

人件費

トータルコスト

５ 今後の方向性と課題

施策の推進状況と課題

施策推進の方向性

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

年度（決算）27 年度（決算）28 年度（決算）29 年度（予算）30

115,221,100 106,937,326 106,516,499 456,535

793,689 828,673 815,982 15,933

116,014,789 107,765,999 107,332,481 472,468

【健康福祉局】国民健康保険の被保険者一人当たりの保険給付費を抑制するため、生活習慣病予防の取組みや重症化予防、介護予
防の取組みとともに、地域包括ケアシステムの構築による在宅医療・介護連携を推進する必要がある。
　後期高齢者の急増に伴い、介護給付費が増嵩する中、介護保険料収納率の向上や、適正な保険給付が課題となっている。
　また、公正かつ的確な要介護（要支援）認定のほか、介護サービスの質の向上を始め、見込量の適切な把握とともに、これを充
足する介護サービス提供体制を確保する。
【市民政策局】国民年金制度について、更に積極的な周知・啓発に努める必要がある。

　国民健康保険の保険料の賦課・徴収及び保険給付事務の適正な執行により、国民健康保険事業の適切な運営を図る。また、後期
高齢者医療制度の適正な運営の支援を行う。
　介護保険制度の安定的な運営を図るため、介護保険料の賦課・徴収、保険給付事務や要介護（要支援）認定を適正に行うととも
に、サービスの質の向上を図ることにより、介護や支援を必要とする高齢者が、適切かつ効果的に介護サービスを利用できるよう
にする。
　国民年金制度について市民の理解を得るため、広報たかまつ等を通じて周知するなど、市民の年金受給権の確保に努める。

国民年金制度の適切な運営

（評価対象外）国民年金事務



基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

基本事業名
（総合評価）

重 ﾏﾆ 事務事業名 得点率 総合評価 方向性 成果指標 達成度

６ 施策を構成する基本事業及び事務事業の状況

介護保険事業の適切な運営

（評価対象外）介護給付等費用適正化等事業（地

域支援任意事業）

（評価対象外）介護保険運営事業

（評価対象外）介護保険給付事業

（評価対象外）介護保険認定事業

国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業の適切な運営
Ａ

（評価対象外）国民健康保険運営事業

（評価対象外）国民健康保険給付事業

（評価対象外）国民健康保険直営診療施設運営事

業

国民健康保険保健事業
○ ％89 Ａ 継続

一人当たりの保険給付費の上昇抑制
％98.3

（評価対象外）国民健康保険料収納事業

（評価対象外）後期高齢者医療事業


